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はじめに 

 
日本の経済社会は、世界に伍する技術力と、その技術力を支える人材によって発展を遂

げてきました。資源に乏しい我が国では、質の高い労働力こそが、国力の源泉、経済発展

の基盤です。 

近年における経済のグローバル化や、中国をはじめとする東南アジア諸国の成長は、ア

ジアでの巨大な需要の創出や海外進出など企業戦略の選択肢を増やす一方で、国際競争の

激化を推し進めています。このような労働市場をめぐる著しい環境の変化に対応するため

にも、国際競争力を有する人材育成を図ることはますます重要となっています。 

一方、国内の状況を顧みると、少子高齢化の進展は、労働市場も含めた社会全体に大き

な影響を与えています。労働人口の減少する社会において、活力ある経済社会を構築する

ためにも、職業能力形成機会の乏しい非正規労働者をはじめ、若年者、女性、高齢者、障

がい者を含め、全ての働く人々の職業能力を高めることが不可欠といえます。 

製造業をはじめとしたものづくり現場においては、熟練技能者の高齢化に伴い、我が国

の優位であった技能・技術の継承に大きな課題が生じています。 
とりわけ、我が国の基幹産業を支える技能として、今般、「プラスチック射出成形用金

型製造業」を取り上げ、熟練技能者が有している「カン」や「コツ」をｅラーニング教材

に形式知化し、それを企業内教育や職業訓練に取り入れることで、事業主の期待する教育・

訓練効果に応えるとともに、レベルの異なる従業員及び訓練受講者が、安定的かつ段階的

に知識、技能・技術を習得することを目指しました。 
本調査検証事業では、我が国の基幹産業であるものづくり分野における生産性向上に向

けた人材の確保・育成のため、ｅラーニング教材を開発しました。公共、民間における活

用を図ることで、新たな時代に活躍できる人材の育成の一助となることを期待します。 
最後に、本調査研究・開発を進めるにあたり、教材のあり方や制作などを検討いただい

た研究会委員、映像制作スタッフ、東京都大田区の企業関係各位に対し、心より感謝を申

し上げます。 
 

 

2019 年３月                   職業能力開発総合大学校 

基盤整備センター 

所 長  角 修二   
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＜補足＞ 
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